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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

 

「前眼部難病の標準的診断基準およびガイドライン作成のための調査研究に関する研究」 

 

研究分担者   島﨑 潤    東京歯科大学市川総合病院眼科   教授 

研究協力者   山口 剛史   東京歯科大学市川総合病院眼科   講師 

研究協力者   冨田 大輔   東京歯科大学市川総合病院眼科   講師 

研究協力者   平山 雅敏   東京歯科大学市川総合病院眼科   助教 

研究協力者   福井 正樹   東京歯科大学市川総合病院眼科   助教 

研究協力者   松村 健大   東京歯科大学市川総合病院眼科   助教 

研究協力者   比嘉 一成   東京歯科大学市川総合病院角膜センター 講師 

 

【研究要旨】 

主に無虹彩症と膠様滴状角膜ジストロフィー、Fuchs 角膜内皮ジストロフィーを担当

し、診療ガイドラインの学会承認（無虹彩症）、診療ガイドラインのスコープ作成（膠様

滴状角膜ジストロフィー）等を行った。 
 
 

Ａ．研究目的 

主に無虹彩症と膠様滴状角膜ジストロフ

ィー、Fuchs角膜内皮ジストロフィーにお

いて、研究代表者ならびに他の研究分担者

と協力し、診療ガイドラインの策定または

診断基準や重症度分類の改定を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

前眼部形成異常および無虹彩症の診療ガ

イドラインについて、学会発表や学会ホー

ムページ等を通じた普及・啓発活動を行う。

膠様滴状角膜ジストロフィーについては

Minds 準拠の診療ガイドライン作成を開始

する。Fuchs 角膜内皮ジストロフィーにつ

いては診断基準の改定のための計画策定等

を実施する。 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し、各

施設の倫理審査委員会の承認を得たうえで

行うこととする。また個人情報の漏洩防止、

患者への研究参加への説明と同意の取得を

徹底する。 

 

Ｃ．研究結果 

前眼部形成異常および無虹彩症の診療ガ

イドラインについては研究代表者ならびに

他の研究分担者と協力し、日本眼科学会の

承認を得た。そのうち無虹彩症については

学会雑誌へ掲載され、学会 HPにて公開さ

れた。膠様滴状角膜ジストロフィーについ

ては診療ガイドラインの作成体制を構築す

るため、研究代表者ならびに他の研究分担

者と協力しガイドラインの設計図にあたる

スコープを作成したうえでシステマティッ

クレビューを実施し、ガイドラインの策定

を行った。 
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Ｄ．考按 

本研究では、、前眼部形成異常、無虹彩症、

膠様滴状角膜ジストロフィー、Fuchs 角膜

内皮ジストロフィー、眼類天疱瘡の 5 疾患

を対象として、Minds に準拠した方法でエ

ビデンスに基づいた診療ガイドラインを作

成し、これらを医師、患者ならびに広く国

民に普及・啓発活動を行うことで国内にお

ける診療の均てん化を図ることを目的とし

ている。今年度は、昨年度までに行った前

眼部形成異常および無虹彩症に続いて、膠

様滴状角膜ジストロフィーに対するガイド

ラインの作成を行った。また、Fuchs角膜内

皮ジストロフィー、眼類天疱瘡にたいする

ガイドライン策定に向けての討議を行った。

今後は、発表されたガイドラインを診断や

研究に活用するとともに、広く非専門医に

も周知して患者のケアに役立てることが求

められる。 

 

Ｅ．結論 

主に無虹彩症と膠様滴状角膜ジストロフ

ィー、Fuchs 角膜内皮ジストロフィーを担

当し、無虹彩症については診療ガイドライ

ンについて学会で承認を得た。また、膠様

滴状角膜ジストロフィーについては診療ガ

イドラインを作成し、Fuchs 角膜内皮ジス

トロフィーについてはガイドライン策定に

向けた討議を行った。 
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5. 谷口 紫, 山口剛史, 冨田大輔, 福

井正樹, 平山雅敏, 松村健大, 島

﨑 潤. 格子状角膜ジストロフィに
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角膜高次収差と視機能の検討. 第

44 回角膜学会総会・第 36 回日本角
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6. 西迫宗大, 平山雅敏, 山口剛史, 

青木 大, 佐々木千秋, 比嘉一成, 

島﨑 潤. ドナー関連因子が DSAEK

予後に及ぼす影響-因子解析と予後

予測モデルの構築-.第 44 回角膜学

会総会・第 36回日本角膜移植学会, 

WEB開催, 2020/4/15-5/11. 

7. 井口智詠, 大家義則, 島﨑 潤, 榛

村重人, 外園千恵, 白石 敦, 臼井

智彦, 村上 晶, 宮田和典, 西田幸

二. 無虹彩症患者における NEI 

VFQ-25を用いた QOL調査. 第 44回

角膜学会総会・第 36 回日本角膜移

植学会, WEB開催, 2020/4/15-5/11. 

8.  山口剛史, 福井正樹, 島﨑 潤(座

長/演者). DSAEK 後に DMEK で再移

植をした 4例. 第 124回日本眼科学

会総会, WEB開催, 2020/4/27-5/18. 
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Ｇ．知的所有権の取得状況 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし 

 


